
刊行にあたって

本書は、「銀行業務検定試験・財務２級」に合格することを目的として

編集された受験参考書です。

ご承知のように、「銀行業務検定試験・財務２級」は記述式の試験です

ので、解答にあたっては、いかにわかりやすく簡潔に文章をまとめるかが

問われます。そのためには、十分な財務知識を必要とすることはもちろん

ですが、過去の出題傾向に即した練習問題を実際に何度も解き、書いてみ

ることが大切です。その際、出題の意図・ポイントを的確に把握したうえ

で文章をまとめる、そうした点を大いに配慮して本書は編集されています。

金融機関の行職員にとって財務知識は日々の業務を遂行するうえで必要

不可欠なものです。とくに企業をみる場合、信用調査とともに財務内容を検

討・判定するための十分な眼を養うことが必要です。そのためには、十分

な財務知識を日頃より身に付け研鑚する姿勢こそが大切です。そして、その

習得度合いをはかるためにも銀行業務検定試験にチャレンジしてください。

過去の問題については、『財務２級問題解説集』（銀行業務検定協会編）

に収録してありますので、本書とあわせて有効に活用し、「銀行業務検定

試験・財務２級」に合格され、よりいっそう日常業務に邁進されることを

祈念して止みません。

２０２０年２月

経済法令研究会



１ 本書の利用方法

２ 記述式答案の書き方

３ 答案の具体例

◆ＩＦＲＳの概要（日本の会計基準の理解

のために）など

◆銀行業務検定試験「財務２級」出題範囲

◆出題項目別一覧（過去８回分）
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�凡 例�

本文中の法令の略語は、次のとおりです。

・財規���������������財務諸表等の用語、様式及び作成

方法に関する規則

・原則���������������企業会計原則
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財務諸表
本編のガイド 重要項目の要点整理 ここがポイント！

財務諸表とは……
財務諸表（会社法上は「計算書類」という）とは、決算において企業が一

定時点または一定期間の財務状況を報告するために作成する計算書類を総称

したものであり、一般に決算書とも呼ばれています。資料を使って財務諸表

を作成する練習をしておきましょう。

○貸借対照表（Ｂ／Ｓ）

○損益計算書（Ｐ／Ｌ）

○株主資本等変動計算書

○個別注記表

（注） 金融商品取引法（旧証券取引法）ではキャッシュ・フロー計算書も基本財務諸表として
扱われます。

貸借対照表とは……

貸借対照表は、企業の財政状態を明らかにするために、貸借対照表日にお

けるすべての資産、負債および純資産を記載し、利害関係者にこれを正しく

表示するものです。自身で作成できるよう記載区分、内容、配列、評価方法

について確実に覚えておきましょう。

２ 財務諸表２



損益計算書とは……

損益計算書は、企業の経営成績を明らかにするために、一会計期間に属す

るすべての収益と費用を記載して経常利益を表示し、これに特別損益に属す

る項目を加減して当期純利益を表示するものです。自身で作成できるよう様

式、記載区分、内容、損益計算のあり方について確実に覚えておきましょう。

連結財務諸表とは……
連結財務諸表（会社法上は「連結計算書類」という）は、基本的には連結

グループ内のそれぞれの会社の個別財務諸表の各勘定科目の金額を合算およ

び消去することによって作られるものです。連結財務諸表の内容を理解する

ためには、どのような仕組みのもとにいかなる手続を踏んで作られるのかと

いうことをおさえ、自身で作成できるようにしておきましょう。

○連結貸借対照表（連結Ｂ／Ｓ）

○連結損益計算書（連結Ｐ／Ｌ）

○連結株主資本等変動計算書（連結Ｓ／Ｓ）

○連結注記表

（注） 金融商品取引法（旧証券取引法）では、連結キャッシュ・フロー計算書も基本財務諸表
として取り扱われます。

本編のガイド ３３
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１

基本問題

Ａ社（小売業）の当期末の試算表

ならびに決算整理事項は、別記のと

おりである。これについて、次の設

問に答えなさい。

� 計算過程を示して当期の純利

益を算出しなさい。

� 当期末の純資産の額はいくら

となるか、内訳明細を示して

答えなさい。

決算整理前残高試算表
Ａ社 （単位：万円）

借 方 勘定科目 貸 方

２，１７５
３，８２５
４，２３７

１６，５００
５，１３７

２６２

現 金 預 金
商 品
固 定 資 産
買 掛 金
借 入 金
資 本 金
利益準備金
別途積立金
繰越利益剰余金
売 上
仕 入
販 管 費
受 取 利 息
支 払 利 息

２，２８７
５，０６２
１，２００
２００
６８５
９０

２２，５００

１１２

３２，１３６ ３２，１３６

決算整理事項
� 期末商品棚卸高 ４，３１２万円
� 固定資産の減価償却費 ３００万円
� 賞与引当金の計上（繰入）２７０万円

財務諸表のしくみ

�本問のポイント

� 決算整理事項にもとづいて、整理仕訳を行う。

� 整理仕訳を、当期末の決算整理前の残高試算表に追加計上する。

� ��を行った後の残高試算表から、損益項目を計上して、当期純利益

を算出する。

� 資本勘定を集計して純資産の額を算出する。この場合、�で算出した

当期純利益を前期から繰越した繰越利益剰余金（前期繰越利益）に加算

して、期末の繰越利益剰余金残高を算出する。

４



解答欄（自己作成欄）

� 財務諸表のしくみ ５５
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